
※前時までに、おうちの人に伝えたい学校にあるもののことを、文にして短冊に書いておく。 

短冊を添削し、誤字や脱字をこの時点で修正させると、文章にするときにスムーズである。 

下のようなシートをたくさん印刷して細断し、たくさん短冊をつくっておく。 

子どもが間違った文を書いていても、新たに紙を渡して書かせることで、書く事への負担を減らす。 

【短冊用シート】 

 

 

  



【短冊の使い方例】 

学校の中庭の金魚のことを伝えたい子どもが書いたメモの例です。 

 

 

  



【できあがった作文例】 

 

 

 

 

 

 


